
　今回のキャンプは久しぶりのキャンプで
した。私がしたかったハイキングができて
よかったです。つり橋はすごく怖かったけ
ど、ハイキングはとても気持ち良かったで
す。今年も活動　に参加する事が少なかっ
たけど、自分のプログラムを達成できるよ
うに、頑張っていきたいです。
Ｋ

 今年度のVSは、１年間を通してさまざまな活動、幅広い内容を体験することができ、そして楽しく活動ができた
と思います。議長のＢスカウト、会計のＫスカウトを軸とし、Ｍスカウト、Ｎスカウト、そして新人隊のＩスカウトのメン
バー5名で、VSソロキャンプ、隊舎改装プロジェクト、環境プロジェクトを展開し、また宗教章と3つの技能章（救
急、木工、炊事）にチャレンジしてきました。徐々にプロジェクトも回り始め、次のステップへと動き始めています。
報告書をまとめるのはなかなか苦手だけど、じっくりとあせらず一歩ずつ前進しています。そして夏休みには
15NJに加え、VS夏期キャンプを静岡県本川根村で開催しました。短期間でしたが、美しい山々、トロッコ列車に
肝試しトンネル、そして炊事章の腕前を発揮し、オリジナルの野外料理を披露。来年度は新たに２名のスカウト
が加わる予定で、ますます活気にあふれ、楽しくまた忙しくなる予感がします。また来年の夏にスウェーデンで
開催される22WSJ（世界ジャンボリー）へ参加を希望していたＩスカウトも、書類審査、県連面接を経て参加が決
定しました。彼には普段のVS活動を地道に進めながらVS道を更に深め、そして「世界」を経験してきてほしいと
思います。他のスカウト達も一つの通過目標点である富士章を目指し、地道にそして楽しく活動を推し進めて
行って欲しいと思います。尚、この一年間にVS活動へ支援（技術、技能指導）をいただいたＵ団委員、Ｍ特別
育成会会員、稲垣団委員長、Ｂ・RSの皆様へ御礼と感謝を申し上げます。最後になりましたが、広報担当の皆
様、いつもいつも楽しい広報の発行をありがとうございます。
VS隊長　大澤　晶

　ジャンボリー帰った次の日から学校が一
週間あってあまり休めないままキャンプ
だったので、疲れた。でもトロッコ列車に
乗れたので、楽しかったです。
Ｍ
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